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 №SBF1569 （2025.3.28） 

 

東急不動産とサントリーが協働し 

「ボトルｔｏボトル」水平リサイクルを本格始動 
 

― 「ニセコ東急グラン・ヒラフ」スキー場、 

すすきのの商業施設「COCONO SUSUKINO」を対象に 

ペットボトルの「資源循環」を促進 ― 
 

 

 

 

この高解像度画像は https://www.suntory.co.jp/softdrink/news/に掲載しています。 

 

サントリー食品インターナショナル（株）は、東急不動産（株）（以下、東急不動産）

と協働し、東急不動産が開発した商業施設「ニセコ東急グラン・ヒラフ」スキー場

（北海道虻田郡倶知安町）、「COCONO SUSUKINO」（ココノ ススキノ：北海道

札幌市）で集められた使用済みペットボトルを回収し、新たなペットボトルに生まれ

変わらせる「ボトルｔｏボトル」水平リサイクル※１を４月１日（火）から本格始動

します。 

※１ 使用済み製品を原料として用いて同一種類の製品につくりかえるリサイクルのこと 

 

●本取り組み実施の背景 

サントリーグループは、「人と自然と響きあい、豊かな生活文化を創造し、『人間

の生命（いのち）の輝き』をめざす。」をわたしたちの目的に掲げ、創業以来、

持続可能な社会の実現を目指してきました。ペットボトルに関しても２０３０年

までに「１００％サステナブル化」することを目標にさまざまな取り組みを行って

います。 

東急不動産は、環境先進企業を目指し、「循環型社会」を重要な環境課題と定め、

事業を通して取り組みを進めています。 

https://www.suntory.co.jp/softdrink/news/
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今回、「リサイクル適性が高く、再資源化の仕組みが整っているペットボトルを

資源として循環させていくことで持続可能な社会の実現に貢献する」という両社の

思いが一致し、このたびの取り組みに至りました。 

 

●本取り組みについて 

昨年より、東急不動産が開発した商業施設「COCONO SUSUKINO」（ココノ  

ススキノ：北海道札幌市）で集められた使用済みペットボトルを当社の飲料用

ペットボトル容器として再生・使用する「ボトルｔｏボトル」水平リサイクルを

協働して試験的に進めてきており、この４月より本格的に始動します。 

また、今回「ニセコ東急グラン・ヒラフ」スキー場（北海道虻田郡倶知安町）で、

新たに「ボトルｔｏボトル」水平リサイクルを開始します。「ニセコ東急グラン・

ヒラフ」スキー場が位置する羊蹄山麓エリアの７町村においても同じく４月から

「ボトルｔｏボトル」水平リサイクル開始を予定しており、同エリアにおける

資源循環の活動に共に取り組んでいきます。 

なお、「ニセコ東急グラン・ヒラフ」スキー場は訪日客の利用が多くあることから、

水平リサイクルの意義を訴求する英語ポスターの掲出や、資源の分別回収を視覚的

に促すアイコンおよび羊蹄山を配したオリジナルデザインの「リサイクルステー

ション」を設置するなど、水平リサイクルの意義やさらなる分別の啓発を東急

不動産と協働して実施する予定です。 

 

〈今回対象となる施設〉 

施設名 所在地 

COCONO SUSUKINO 

（ココノ ススキノ） 
札幌市中央区南４条西４丁目１－１ 

「ニセコ東急グラン・ヒラフ」スキー場 
北海道虻田郡倶知安町ニセコひらふ 

１条２丁目９－１ 
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●環境省 大臣官房総合政策課 企画評価・政策プロモーション室長  

平塚 二朗氏 コメント 

このたび、観光地として国内外から多くの方が訪れるニセコ地域においてペット

ボトルの「ボトルｔｏボトル」水平リサイクルが開始されることを大変喜ばしく

思います。「ボトルｔｏボトル」水平リサイクルは、我が国が世界に誇る卓越した

リサイクルシステムの一つであり、資源循環のみならず、ペットボトル製造時

の温室効果ガスの排出削減につながります。さらに、その前提となる使用済み

ペットボトルの回収は地域の美しい自然環境の保全にも資することから、さまざまな

環境問題に対する統合的な取り組みとして、注目に値します。地域社会や観光客

の皆様の理解を得ながら使用済みペットボトルの資源循環が進み、持続可能な

観光地づくりのモデルケースとなることを期待しています。 

また、環境省では、環境分野において先進的、独自的でかつ波及効果のある事業

活動を行う環境先進企業の約束を、環境大臣が認定する「エコ・ファースト制度」

を実施しています。東急不動産ホールディングスとサントリーホールディングスは

いずれも認定企業であり、本取り組みがエコ・ファースト企業間の連携により

実現したことは意義深いと考えます。こうした先進的な取り組みが他の企業に

波及することにより、日本全体の環境保全に向けた取り組みが進展することを

期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この高解像度画像は https://www.suntory.co.jp/softdrink/news/に掲載しています。 

https://www.env.go.jp/guide/info/eco-first/
https://www.suntory.co.jp/softdrink/news/
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サントリーグループは、２０１２年に国内清涼飲料業界で初めてリサイクル素材

１００％のペットボトルを導入※２したことを皮切りに、従来よりもＣＯ２排出量を

低減する世界初の「ＦtoＰダイレクトリサイクル技術」を開発※３するなど、長年に

わたって技術革新を進め、積極的に「ボトルｔｏボトル」水平リサイクルを実用化・

推進してきました。 

 

２０１９年策定の「プラスチック基本方針」で掲げた、“２０３０年までにグロー

バルで使用するすべてのペットボトルに、リサイクル素材あるいは植物由来素材等を

使用することで、化石由来原料の新規使用をゼロにする”という「ペットボトルの

１００％サステナブル化」の目標達成と持続可能な社会の実現に向け、引き続き

活動を推進していきます。 

 

※２ メカニカルリサイクルとして 

※３ 協栄産業（株）など４社で共同開発 

 

 

▽本件に関するお客様からの問い合わせ先 

サントリーお客様センター https://www.suntory.co.jp/customer/ 

 

 

 

以  上 


